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抄 録
北海道浅井学園大学生涯学習システム学部が設立されてからも、 生涯学習システムとプラン
ニング、マネジメントとの関連性やその概念をめぐって説明を求められることがあった。そこ
で、筆者は、本論で筆者なりの理解と してそれらの解説を試みることにした。生涯学習システ
ムを「教育 ・学習のシステムJと 「学習方法のシステム」の2つの視点から論述し、プランニ
ングについては健康教育計画 ・健康学習計画の面から説明を試みた。 生涯学習のマネジメント
については、主としてコーデイネイ ト能力の面から説明を試みた。合わせて、具体例として、
(1）北海道庁の行政として行なっている生涯学習関連施策について体系化の試みがなされている
ので事例として紹介し（北海道生涯学習推進本部）、 （2）江別市と江別市内の6大学連携による
「ふるさと江別塾」の事例、 （3）北海道内の専修学校等のネットワ クー化で実現した 「北海道ま
ちかど学園」 の事例、を取り上げ生涯学習システムについて具体的イメージに結び付けられる
ように解説、展望した。
I.はじめに
平成12年4月、北海道浅井学園大学（以下本学と略称する）は、わが国で最初の生涯学習に
関する学部を開設した。生涯学習システム学部は、 健康プランニング学科と芸術メディア学科
の2学科構成である。生涯学習システムとは何か、生涯学習におけるプランニングとは何か、
生涯学習におけるマネジメン トとは何かということをめぐって、この約 l年の内に何回か説明
を求められたこともあった。そこで、本論では生涯学習システムとプランニング、マネジメン
トについて健康概念と生涯教育概念と関連づけて筆者なりにその意図や根拠等も含めて論述す
ることにした。プランニングという言葉は、生涯学習におけるプランニングという意味合いも
強く持たせてはいるが、本論では主として学科の名称にもなっている健康プランニングという
意味合いから論ずることにした。
合わせて、最近、北海道でも生涯学習の展開がシステム的に整備されつつあるので、具体例
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として紹介することも本論での目的とした。
I .学部名称にある「システム」の筆者の説明録
高齢社会を迎えたわが国では、 人の長い一生の中で、「教育 ・学習jの位置づけや概念が次第
に変わってきたO それは学校教育を終了すれば学習が終わるのではなく 、生涯を通して、誰も
が、いつでも、どこでも、必要に応じて自ら学び続ける必要があるのではないかという考え方
が提起され、それが生涯教育 ・生涯学習と表現され次第に一つの概念として定着することにな
った。
1.生涯学習は、一般的には次のようにとらえられ理解されている。
( 1 ）誕生から幼児期、青少年期、壮年期、高齢期を経て死までの一生涯という人生の時間軸
を縦軸に（垂直的統合、縦の学習などと称されている）して、各年齢 （期） 段階に応じた生涯
発達課題にそくした学習システムの体系。
( 2 ）興味、関心、 生活の必要に応じた学習、 生き方などを横軸に（水平的統合、横の学習な
どと称されている） とった、 言わば学習の内容や方法面からみた学習システムの体系。
特に、この横の学習は、人の一生涯という人生における様々な成長過程の中で学習が行われ
るが、継続的に学習する縦の学習も存在するし、自分らしさを求めていく横の学習も存在しク
ロスしていること もまた実際である。それぞれ縦の学習と横の学習に対するウエイトのかけ方
もあるから、どちらの学習体系が学習のメインになっても良いと考えられるし、この2つの学
習体系が組み合わさっていても良いと考えられる。
( 3 ）そして生涯学習において、どんなことを学習するのか（内容的統合）については、一人
ひとりの年齢や生活の場面、興味や関心などによって様々な態様になるが、多くのことを知り
自分を高め、より人間的に成長し人生を豊かにするという ことでは、大きな生きる目標となり
得るものである。
2.生涯学習システム学部と生涯学習システムのおさえ
( 1 ）このようなことから、本学で生涯学習システム学部設立にあたり、筆者は『システム』
ということを考えるとき、従前は学校教育と社会教育とに二分して考えてきたのだが、生涯教
育 ・生涯学習はまさに壮大な 「教育システムJそのものであると抑える必要があると思った。
そして、この壮大な「教育システム」は、生涯教育 ・生涯学習の 「教育 ・学習システム」その
ものであるとも抑えられるから、垂直的統合（縦の学習）、水平的統合（横の学習）、内容的統
合、にわたる理念としての生涯教育 ・生涯学習と、 実態としての生涯教育 ・生涯学習の2つを
包括的に捉えた生涯学習体系確立のための理論と実学による学問研究と教育を行なうことにあ
るのだと解釈したわけである。
( 2 ）さらに筆者は、生涯教育 ・生涯学習を実際に展開するとき、当然の事ながら 「学習方法
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のシステムJが存在し、それは極めて重要であると抑えている。すなわち生涯学習を企画、立
案し、組織し、実施・運営し、その過程や結果を管理 ・評価するという連続した 「学習方法の
システム」の流れのことも 「生涯学習システム」に包括するべきであると考えたのである。
理念としての生涯教育 ・生涯学習と実態としての生涯教育 ・生涯学習のどちらであっても、
人々が生涯学習を行なうことで成就感を得、自己実現を図るためには、実際にこの生涯学習を
作動させるにあたって、または作動中にあっては、 上記 「学習方法のシステム」に基づく学習
支援が必要になってくると思われる。この「学習方法のシステム」に基づく綿密な生涯学習を
提供する機会が増大すれば、そのことで生涯学習社会における人々の学習生活の質を豊かに向
上させることができるのではないかと考えたわけである。
( 3）このよ うに筆者は生涯学習における垂直的統合、内容的統合、 水平的統合、という「生
涯学習システムjと生涯学習を企画 ・立案し、組織し、実施・ 運営にあたり、その過程、結果
を管理・評価するという 「学習方法のシステムjという、この2つのシステムを統合的に捉え
て『生涯学習システムJと称したら良いのではないかと考えているわけである。
( 4）このことが、平成10年9月30日付けで申請受理された『北海道女子大学生涯学習システ
ム学部設置認可申請書J「設置の趣旨」の項の5頁、6頁、同申請書 「生涯学習システム学部の
教育研究上の目的と特色」の項の15頁で記述している生涯学習システムの意味なのであると筆
者は主張する。
il.健康プランニング学科の名称にある「プランニング」について筆者なりの説明
1.この学科の学域と設置目的
( 1 ）この学科の学域と目的の理解
任健康学習を生涯学習体系（垂直的統合ニ誕生から死までの時間軸での学習。内容的統合＝ど
んなことを学習するのか。水平的統合二興味、関心、生活の必要に応じた学習、生き方に応じ
た学習）の中に位置づけた教育学系と、
②健康の3本柱である栄養、 休養、運動の内の休養を幅広くとらえて、先ず栄養 ・休養を健康
の基礎的部分としておさえ、衣 ・食 ・住生活環境を中心に据えた生活の学、つま り家政学系
（建築学が付加さIれる）と、
＠健康の3本柱の休養をより強く運動との連関でとらえ、休養と運動の2つの柱を健康の展開
的部分として抑えることにしてのスポーツ、レクリエーションを中心に据えた体育学系、
④そして、国際化は共生社会でもあることから、特に、健康概念の中で重視されている心と身
体の健康（健康概念が心身的にも、社会的にも、単に疾病 ・病弱が存在しないことではないと
されている）という視点を重視して教育学系の中の心身障害教育（心身障害学系プラス教育学
系）についても融合する。
以上、 学域としては教育・家政 ・体育の3学系を包含する学際的な学域であり、実践的な生
涯学習に関する学問探究を目的とする複合的学科として本学科が設置されたと筆者は理解して
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いる。
( 2）この学科の学域を通して学習できること
上記、健康プランニング学科の設置目的から、この学科では、急速に高齢化が進むわが国の
社会において、人々が心身ともに健康な （心身に障害があっても障害と向かい合い、つき合い
障害を克服しようとする生活を通して健康を追究し）生活を営むことができるよう、そのよう
な取り組み過程も含めて、各年齢層に応じた健康指導やスポーツ、レク リエーションなどの学
習支援に関する理論と実践や、衣 ・食・住生活環境に関わる地域生活や共生社会における生き
方、地域での学習環境の向上 ・発展に関する理論と実践に関わる学域での学習が可能であると
考えられる。
2.健康プランニング学科の特色
①生涯学習システムについての学習ができること。
＠健康の基礎的部分として捉える、栄養、休養＝衣食住環境としての生活の質を向上させるた
めの学習ができること。
a:健康の展開的部分として捉える、休養、運動＝ストレスからの解放としてのスポーツ、レク
リエーションによる生活の質を向上させるための学習ができること。
④健康が単に心身に症状や異常がない状態のことを言っているのではないということから、心
身障害についての知識 ・理解とその支援対応についても学習できること。
⑤人々に健康教育を提供し健康学習を支援するための内容→方法→評価、という学習支援の計
画についての学習ができること。そして、この学習支援計画はフィードパック（feedback）機
能、フィードフォワード（feedforward）機能によって第2次計画の立案 （以下、順次高次計
画の立案）へ進めていくことができる。つまり、健康教育計画 ・健康学習計画をステップアッ
プできるような健康教育計画 ・健康学習計画作成のための学習ができることである。（ここでい
うフィ ードパック機能とは、学習の結果に関する情報を、次ぎの学習計画における意思決定の
ために考慮に入れるような学習方法のシステムのことを意味する。フィードフォワード機能と
は、 学習計画における目標達成にむけて、将来の変化を予測しながら今までの学習方法を弾力
的に変化させていく ような、可変的な学習方法のシステムのことを意味する）。
3.「健康教育計画・健康学習計画のステップアップ」と「プランニング」の詳細説明
健康教育における健康学習を支援していく時、最初に健康学習計画の立案が必要となる。そ
の流れは、企画 ・立案に基づく 内容を作成し、組織 ・実施 ・運営に関わる方法があり、 その過
程・結果の管理 ・評価となる。この最初の健康学習計画の作成が第l次計画となる。
次ぎに、この第1次計画の評価によって得られた結果（評価情報）を基にして、第1次計画が修
正された次ぎの「内容→方法→評価」のステップに移行する。 これが第2次計画の作成である。
同様にして第3次計画、第4次計画、 ・・・・・ ・へと、順次、高次計画を作成し、健康学
43 
習支援を行なおう というものである。 この第l次計画から第2次計画にステップアップ的に移
行するに際して、または第l次計画稼働中にフィードパック機能、フィードフォワード機能を
使うことにしたという意味である。つまり生涯学習システムの中の 「学習方法のシステム」を
生かし学習させ、教育しようというわけである。
これが、 プランニングという用語で総称させている意味である。
4.健康の3本柱の一つ「運動」とプランニングについて
ところで健康の3本柱の栄養、休養、運動の内、健康プランニング学科では展開部分と位置
づけている休養、運動にはスポーツとレクリエーシヨ ンが対応するものと考えているが、 3本
柱の中の 「運動」が、生涯健康にとって極めて重要な役割を果たしている。
「運動」とは健康維持や楽しみのために身体を動かすこと、つまりスポーツのことである。
スポーツ科学は 「競技運動」 と 「健康運動」を対象とする学問であるが歴史的には競技運動か
らスター トしたが、現在では健康運動に関する研究も比重を増してきている。 健康運動やトレ
ーニングは健康増進や体力の維持だけではなく老化予防にも効果があることがわかってきた。
そういうことから、生涯健康でありたいという願い、充実した生活から得られる［生きが
い」、 そして生涯「安心」でありたいという願いから、健康のためにスポーツをする人が急増
している。その一方で健康運動が生涯学習として普及するにつれてスポーツ障害も増える傾向
が見られる。 そうしたスポーツ障害にならないためには、健康運動とトレーニングに関する正
しい知識等についての知に関する学問研究と教育が必要となっている。
上のことから健康プランニング学科では生涯学習システムにおける健康教育計画 ・健康学習
計画についての教育 ・研究にあたることから、学科名称に 「プランニング」を使用したのであ
ると筆者は考えている。
N. システムとプランニングという用語を名称に組み込んだ意図と根拠一筆者なり
のまとめ
上記を通して、「システム」と 「プランニングjについて、生涯学習システム学部設立理念と
合わせて筆者なりに説明を加えた。「システムjと 「プランニングjという用語を名称、に組み込
んだ意図 ・根拠の筆者なりの理解についても、上記説明を通して明示したが、それを再度端的
にまとめてみる。
1.「システム」について
本学では、生涯学習における垂直的統合、内容的統合、水平的統合、という 「生涯学習シス
テムjと生涯学習を企画 ・立案し、組織し、実施 ・運営にあたり、その過程、結果を管理 ・評
価するという「学習方法のシステム」という、この2つのシステムを統合的に捉えて『生涯学
習システムjと称しているものと筆者は理解している。
2.「プランニング」について
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健康プラ ンニング学科では、 健康運動に比重をおきながら、生涯学習システムにおける健康
教育計画 ・健康学習計画についての教育 ・研究にあたることから、「プランニング」と称してい
るものと筆者は理解している。
v.生涯学習に関するプランニングとシステムとマネジメントの能力について
1.生涯学習に関する「フランニングの能力Jの説明
健康プランニング学科での 「プランニングの能力」とは、健康運動に比重をおきながら生涯
学習システムにおける健康教育計画 ・健康学習計画を立案し実施 ・評価することができる能力
のことを言っていると考えられる。
健康教育における健康学習を支援していく時、最初に健康学習計画の立案が必要となる。そ
の流れは、企画 ・立案に基づく内容を作成し、組織 ・実施 ・運営に関する方法があり、その過
程 ・結果の管理 ・評価がある。
既述のとおりではあるが、この最初の健康学習計画の作成が第1次計画となる。次ぎに、こ
の第l次計画の評価によって得られた結果（評価情報）を基にして、 第1次計画が修正された
次ぎの「内容→方法→評価」のステップに移行する、これが第2次計画の作成である。同様に
して第3次計画、第4次計画、 ・・・ ・・へと、 順次、高次計画を作成し、健康学習支援を
行なおうという ものである。
この第1次計画から第2次計画にステップアップ的に移行するに際して、または第l次計画
稼働中にフィードパック機能、 フィ ードフォワード機能を使うことにしたという意味である。
つまり生涯学習システムの中の 「学習方法のシステム」 を生かし学習させ、教育し、プラン
ニングの能力を向上させようとするものであると理解できる。
2.生涯学習に関する 「システムの能力」の説明
健康プランニング学科での「システム（化）の能力」とは、本学部における『生涯学習シス
テム』の概念を受け、生涯学習をシステム的に捉え生涯学習を支援できる能力（重要な生涯学
習ニーズである健康教育における健康学習支援の面から）のことを言っていると考えることが
できる。
生涯学習における垂直的統合、内容的統合、水平的統合という 「生涯学習システム」と、 生
涯学習を企画・立案し、組織 ・実施 ・運営にあたり、その学習過程、結果を管理 ・評価すると
いう「学習方法のシステム」、この2つのシステムを統合的に捉えて 『生涯学習システムJと
称していることは既述のとおりである。
生涯学習には、①誕生から幼児期、青少年期、壮年期、高齢期、つまり死ぬまでの時間を縦
軸に（垂直的統合、縦の学習）して各年齢に応じた生涯発達課題をと り、②興味、関心、生活
の必要に応じた学習、生き方を横軸に（水平的統合、横の学習）とるならば人生には成長過程
の中で継続的に学習する縦の学習と、自分らしさを求めていく横の学習の組合せが存在するこ
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とになる。そして生涯学習で、③どんなことを学習するのか（内容的統合）については、 一人
ひとりの年齢や生活の場面、興味や関心などによって様々にはなるが、多くのことを知り、自
分を高め、より人間的に成長し人生を豊かにするということは大きな生きる 目標となり得る。
このようなことから『システム』とは、生涯教育・生涯学習はまさに壮大な「教育システ
ム」そのものであるととらえたことが第ーであり、生涯教育 ・生涯学習はそれ自身が「教育・
学習システム」そのものであると言えるのである。
垂直的統合（縦の学習）、水平的統合（横の学習）、内容的統合、にわたる理念としての生涯
教育・生涯学習と、実態としての生涯教育 ・生涯学習の2つを包括的に捉えた生涯学習体系確
立のための理論と実学による学問研究と教育が行えるものであると考えたのである。
さらに、生涯教育 ・生涯学習を実際に展開する時「学習方法のシステム」が存在し，£、要であ
ると抑えている。すなわち、生涯学習を企画・立案、組織・実施・運営、その過程・結果を管
理・評価するという連続した「学習方法のシステム」の流れのことである。 理念としての生涯
教育・生涯学習と実態としての生涯教育・生涯学習のどちらであっても、人々が生涯学習を行
なうことで成就感を得、自己実現を図るためには、実際にこの生涯学習を作動させるにあたっ
て、または作動中にあって、上記「学習方法のシステム」に基づく学習支援がどうしても必要
になってくる。
この「学習方法のシステム」に基づく生涯学習を提供する機会が増大することで生涯学習社
会における人々の生活の質を豊かに向上させることができるからである。
3.生涯学習に関する「マネジメントの能力」の説明
健康プランニング学科での「マネジメントの能力」とは、健康運動に比重をおきながら生涯
学習システムにける健康学習ニーズの把握と学習開発ができて、学習内容・方法・評価等の計
画を作成することができ、学習機会の拡充に向け（場合によると、 自ら運動・スポーツの指導
者にもなれるような）力量を発揮できる能力のことを言っている。
すなわち、あらゆる学習場面で生涯学習（健康学習）をプランニングする能力、システム化
したり、システム的に捉えられる能力、マネジメントできる能力、以上の各能力をバランスよ
く総合的に発揮できる生涯学習（健康学習）をコーデイネイトできる人材の養成を目指してい
るものととらえている。 21世紀生涯学習杜会での学習支援者の必須の能力であるコーディネイ
ト能力とは、プランニング能力とマネジメント能力が付加され、兼ね備えていることが必要な
のである。
VI.最近の北海道における生涯学習システムづくりの具体例
上で、生涯学習システム、生涯学習のプランニング、生涯学習のマネジメントについて本学
部や健康プランニング学科が立上ったので、それと関連させ理論的なことを、重複する個所が
あることも承知しながら述べてきた。回りくどくなったので、具体例で説明しておきたい。
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近年のわが国における生涯学習の高ま りは、単発的なOム×講座の羅列的なものから、次第
に構造的、系統的、ネットワーク的な生涯学習システム的なものへと変化の萌しが見られるよ
うになってきた。最近の北海道においても生涯学習システム的な萌しとでも言えるような傾向
が見られるので若干の実例を紹介する。
1.北海道庁の行政としての生涯学習関連施策に見られる生涯学習システム的なとらえ方
北海道生涯学習推進本部（事務局 ：北海道教育庁生涯学習部生涯学習振興課）は、平成9年
度から北海道庁の行政としての生涯学習関連施策の実施状況を分析 ・整理し体系化している。
この体系化の試みは、 筆者には、 北海道における行政が果たしている生涯学習システムとして
とらえる事ができると見ている。また、このような行政と しての生涯学習のシステム的とらえ
方の姿勢に敬意を表し共感するものであることを記しておきたい。
しかし、この体系化は現状の北海道庁の行政各機関の中で生涯学習に関連すると考えられる
諸施策を抽出し整理したものであって、生涯学習の理念、目的から生涯学習のシステムと して
諸施策を策定し行政各機関に分担させたものではない。元々存在していたものをあえて生涯学
習のシステムとして捉えているわけだから、 生涯学習の立場から見ると極めて複雑多岐にわた
り行政のたこ足配線的なわかりにくさが露呈していると指摘することもできる。
したがって、これらの行政各機関に分散している諸施策を可能な限り教育庁に一元化するこ
とで、スリムな地方政府の実現を目指していかなければならないと思われる。 21世紀が生涯学
習社会なのだと主張するわけであるから、生涯学習をする人々が、地方政府の各機関・部課係
を走り回らなければならない現状を早期に勇気と決断を持って是正しなければならないと思わ
れる。中央政府の省庁再編は地方政府の再編にも連動するわけで、特に地方分権、規制緩和の
流れの中で、北海道の行政は他の都府県に先駆けて生涯学習をする人々の視点にたってぜひ諸
施策の統合化と担当部局の一元化を図るべきであろう。そこから新しい生涯学習システムが構
築されるものと確信している。
以下その大要を紹介する （2000年10月．「平成12年度、 北海道の生涯学習関連施策の概要」か
ら）。
表1.北海道庁の行政としての生涯学習関連施策の体系
大 区 分 中区分（担当部 局 名） 区 分
あらゆる教育機能の活性化 1.家庭の教育機能の充実 (1）家庭の教育力の向上
教育庁、環境生活部、道警本部 (2）社会的支援体制の充実
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2.学校教育の充実 (1）幼児教育の充実
教育庁、総務部、水産林 (2);J、． 中学校教育の充実
務部、環境生活部、 保健 (3）高等学校教育の充実
福祉部 (4）特殊教育の充実
(5）高等教育の充実
(6）専修学校、各種学校教育の
充実
3.社会教育の充実 (1）青少年教育の充実
教育庁、環境生活部、保健福 (2）成人教育の充実
祉部、水産林務部、農政部 (3）高齢者教育の充実
4.企業内教育の充実 (1）新しい知識、技術への対応
経済部 (2）学習者への支援
5.職業訓練、 職業教育の充実 (1）職業能力開発の推進
経済部、水産林務部、教育 (2）職業教育の推進
庁、総務部、農政部
6.団体活動と民間教育事業の (1）団体活動の振興
振興 (2）民間教育事業の振興
環境生活部、経済部、教育庁
多様な学習活動の活性化 1.自然とのふれあい活動の推進 (1）野外活動の推進
教育庁、経済部、 農政部、水 (2）野外活動のための条件整
産林務部、建設部、総合企画 f蒲
部、環境生活部
2.健康づくり、 スポーツ活動 ( 1）総合的な健康づく りの推進
の推進 (2）多様な生涯スポーツの推進
環境生活部、道警本部、教
育庁、保健福祉部
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3.文化活動の推進 (1）文化活動のための条件整備
環境生活部、保健福祉部、 (2）伝統文化の保存、活用、継承
教育庁 (3）企業の文化活動への参画
4.国際交流の推進 (1）国際交流の推進
総務部、環境生活部、教育庁 (2）国際理解教育の推進
5.ボランティア活動の推進 (1）ボランテイア活動の推進
環境生活部、保健福祉部、 (2）ボランテイア活動のための
水産林務部、道警本部、教育庁 条件整備
6.生涯学習による地域づくり (1）地域コミュニティの充実
の推進 (2片面祉に関する学習活動の推
総合企画部、環境生活部、 進
保健福祉部、農政部、水産 (3）安全に関する学習活動の推
林務部、道警本部、教育庁 進
(4）環境に関する学習活動の推
進
(5）消費生活に関する学習活動
の推進
生涯学習の推進体制の整備 1.学習情報の提供体制の整備 (1）多様な学習プログラムの開
充実 教育庁、環境生活部、経済部 夕プ、ロ
(2）多様な学習情報の提供
(3）学習情報のデータ ベース
化、ネッ トワーク化
2.学習相談体制の充実 (1）学習相談員の養成確保
教育庁 (2）学習相談窓口の設置
3.指導者の充実 (1）指導者の確保
環境生活部、教育庁、総合 (2）民間指導者の確保、養成
企画部、建設部
4.生涯学習関連施設の整備充 (1）施設の整備充実
実 (2）施設運営方法の向上
環境生活部，経済部，水産
林務部，教育庁
5.学習成果の評価と活用の場 (1）評価制度の確立
の確保 (2）活用の場の開発
経済部
6.生涯学習を総合的に推進す
る拠点の整備
2.江別市が仲立ちになって6大学を連携させた生涯学習システム作りー「ふるさと江別塾
ーまちづくり市民大学一」の試み
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札幌に隣接する江別市は人口約12万人で東西に広がる幅広い町である。JR函館本線にほぼ
平行して走る国道12号線沿いと、道央自動車道に挟まれた野幌 ・文京台地区に6つの私立大学
が存在する北海道では有数の学園都市でもある。札幌に近い順で列記する と、北海道浅井学園
大学、北海道浅井学園大学短期大学部、札幌学院大学、酪農学園大学、酪農学園大学短期大学
部、北海道情報大学の江別6大学である。
これまで、本学をはじめとするこの江別6大学は、それぞれ独自の学風とその持ち味を生か
し、一般市民向けにそれぞれ独自に公開講座等、いわゆる高等教育機関が社会に果たすべき役
割として生涯学習を計画し展開してきた。しかし、この江別6大学は、協力共同して市民向け
の生涯学習講座等、学習機会を提供してきたわけではなかった。いわば、各大学の都合で、大
学側からのニーズで生涯学習機会を提供してきたのである。市民の学習ニーズと学習機会を提
供する各大学のニーズが必ずしも一致しているとは言えないものでもあった。
そんな状況の中で、江別市教育委員会は平成12年7月、仮称「ふるさと江別塾←まちづくり
市民大学」基本構想案を示し、江別市と江別6大学との生涯学習のネットワーク化を基軸にし
てこの構想、案の実現を目指すための開設準備会議を招集した。
( 1 ）基本構想、案の一部を紹介する。
生涯学習のネットワーク化にあたって、江別市においてとりわけ着目しなければならないの
は、市内4大学（後に短期大学も大学であるとの認識に立ち 6大学と修正、以下6大学と表記
する）とのパートナーシップの構築である。江別6大学が設置している学部学科は文系から理
系までのほとんどの分野が揃っている。これらの大学に集積されたく知〉は、江別市のまちづ
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くりや生涯学習推進の上の貴重な資源として積極的に活用していくべきである。また大学にと
っても地域社会に聞かれた存在となっていくことは今目的な課題である。 すでに札幌学院大学
と酪農学園大学が江別市教育委員会との共催で公開講座を行っているが、個別的な提携に留ま
っており、これを発展させ6大学との行政、市民の恒常的なネットワー ク を構築していくこと
が望まれる。こうした大学を軸にした生涯学習ネットワークを、具体的に押し進める場となる
のが、江別市内6大学のく知〉が結集する［ふるさと江別塾ーまちづくり市民大学jである。
(2) 2回の準備会議と2回の運営会議を経て、 平成12年度「ふるさと江別塾ーまちづく り市
民大学」が江別市教育委員会と江別6大学の共同企画のもとに平成12年11月から各大学持ち回
りの会場で実施された。テーマは、「江別学をめざして一江別を知ろう・ 江別を創ろう 」であっ
た。
この事例は、江別市という小さな都市の行政が仲立ちして、これまで、ただ、わが町に存在
しているだけの大学という高等教育機関同士を連携させることで、そこに蓄積されていた言わ
ば、ぱらぱらな知を、ネッ トワークとして、知と知の連携を図り結びつけ、市民のための大き
な知の提供を呼びかけ実現に漕ぎ着けたという画期的な試みであった。今後の発展のさせ方次
第では北海道における新しいフロンテイアづくりになる可能性を含んでいる。
この事例は、上記、北海道生涯学習推進本部による施策の体系化区分によれば、「あらゆる教
育機能の活性化」 を図る意味では「高等教育機関Jの生涯学習機能を強化するものでもある
し、「多様な学習活動の活性化」 を図る意味からは「生涯学習による地域づくりの推進Jにも大
いに繋がるし、 「生涯学習の推進体制の整備充実jを図る意味からは 「学習情報の提供J「学習
相談体制の充実」「生涯学習を総合的に推進する拠点の整備」にも可能性を聞くもとだとも言え
そうである。市町村レベルの行政が自分の町に存在する大学を活用する、大学側から見れば地
域に根ざした大学づく り、 という両者のギブ ・アン ド・ テイクの関係が微妙な時代背景の中で
共存することに気がついたという点から見ても、部分的 ・限定条件付きではあるが一つの生涯
学習システムであると見ること もできるのではないかと筆者は考えている。
( 3 ）付言すると、受講者総数は71人 （男40、女31）、延べ受講者数は133人で、年齢構成は、
60歳代15人、 50歳代12人、 70歳 ・20歳代11人、 その他不詳で平均年齢は50.2歳であった。職業
構成は無職17人、 公務員9人、 家事従事8人、会社員 ・学生7人、その他不詳30人であり、4
回の講座で3回以上の受講者は22人であった。受講料は無料であった。
( 4）平成12年度の今回の企画は、各大学が実施できる内容で講座を分担したために、 テーマ
である 「江別学をめざして一江別を知ろう ・江別を創ろう一」の本質に統一的に迫るものには
当然の事ながらなりょうもなく、これは大きな今後の課題として残ったと筆者は考えている。
おそらく、「江別学」をめざすための6大学と江別市の連携による本格的な基礎的、基本的共同
研究を配置していかなければ、単なる一時的なイベント として終ってしまうかも知れないので
ある。一時的なものと して終らせては、あまりにも惜しい生涯学習システムづく りの試みであ
り、この試みは、十分に北海道の他都市のモデルともなり得る可能性を秘めた企画であるか
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ら、江別6大学の積極的なかかわりと粘り強い江別市の行政としてのゴーディネイト能力が必
要とされていると思われる。次年度以降の展開について大いに注目したい。
3.「北海道まちかど学園」に見られる生涯学習システムづくりの試み
( 1 ）「北海道まちかど学園」とは何か
「北海道まちかど学園、講座のご案内（2000年、平成12年度後期10月～ 3月）」によれば、
次のとおりである。
何かを学んでいる人の目は輝いています。何かに自信を持っている人は生き生きとしていま
す。あなたも、そんな人になりたいと思ったことはありませんか。生涯学習社会を迎えて「誰
もが、いつでも、どこでも、何でも学び生き生きした社会をつくりたい」それが私たち北海道
私立専修学校 ・各種学校の願いです。
「北j毎道まちかど学園」は道内の私立専修学校、各種学校が開講する公開講座の総称です。
日頃、職業や丈化、教養に関する専門的な授業を行なっている学校の特徴を生かし、資格取
得講座やかつて学んだ分野を現代的に再学習するリカレント講座、趣味や手芸を身につけるカ
ルチャー講座など幅広く開講されています。「まちかど学園」の名前のとおり、ほとんどの学校
が通学しやすい場所にあり、気負わず気軽に受講できます。学習ばかりでなく新しい人との出
会いの夢も広がります。
さらに、学習した成果を記録するために、受講者全員に「北海道まちかど学園PASSPORT（パ
スポー ト）」が交付され、 定められた単位を修得すると、認定証や称号証書が授与されます。
変化の激しい社会を生きぬくため、新しい自分を発見するためにも、ぜひ「いきいきスクエ
ア・北海道まちかど学園Jで学んでください。
( 2 ）単位の認定方法
各学校では、1講座につき総時間数の7割以上を出席した人に対して、受講単位を認定する
事になっている。ただし講座の修了が条件付けられている。 単位の認定は、受講時間2時間を
もって I単位に換算、1時間については0.5単位としそれ以下は切り捨て扱いとなっている。
( 3 ）認定証、称号証書の授与方法
受講者の申請により単位の累積加算により認定証、称号証書が授与される。認定証は、単位
の累積が10単位（20時間）毎に授与される。称号証書は、単位の累積加算により次の称号が授
与される仕組みになっている。①340単位（680時間）で「北海道まちかど学園実務士」、②400
単位 （800時間）で「北海道まちかど学園応用実務土」、③800単位 （1600時間） で「北海道ま
ちかど学園実務指導士」、となっている。
( 4）人材登録パンクについて
希望により「北海道まちかど学園」の人材登録パンクに登録されるようになっている。人材
名簿は、地域社会や職場、小・中学校等の総合学習の場で生かしていくように関係機関に情報
提供をすると言っている。
( 5 ）「北海道まちかど学園」の規模と受講料等
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「北海道まちかど学園、講座のご案内（2000年、 平成12年度後期10月～3月）Jによれば、
合計69講座を開講し、札幌地区29校、小樽地区l校、 道南（函館）地区3校、胆振 （室蘭、 苫
小牧）地区3校、旭川地区4校、北見地区3校、道東（釧路）地区5校、計48校という規模で
構成されている。受講料、教材費等は受講者負担の有料となっている。
( 6 ）「北海道まちかど学園jの試みが、なぜ生涯学習システムなのか
最近における専修学校、各種学校の入学生の減少に対応するための新たな学習者の確保であ
るという見方もできるわけではあるが、そのよう な見かたを否定しよ うとも思わないが、しか
し、これは、上記、北海道生涯学習推進本部による施策の体系化区分を借りるならば、生涯学
習における 「あらゆる教育機能の活性化」のなかの 「学校教育の充実」、「専修学校、各種学校
の充実」であるという積極的な評価が可能な面があると指摘することもできるので、この観点
からまとめ、若干の論述をしておきたい。
① 「北海道まちかど学園」の試みが、学習歴を重んじるという視点に立っていること。
②広大な面積を有する北海道の地域特性上の条件下で各専修学校 ・各種学校がこれまで単独で
実施していた公開講座的な生涯学習を7地域、 48校を結んだネットワークとして構築し、学習
者が自らの学習ニーズに応じて身近な場で学習機会の提供が受けられるよう に、この 「北海道
まちかど学園」の試みが工夫されていること。
③単位累積加算制度と認定証 ・称号の授与などを通して、学習者に温かい励ましを送るように
工夫されていること。
④人材登録パンクに希望者を登録することで、 学習者の学習成果を認めあい生かす場面をつく
るための努力が見られること。
⑤以上の5点は生涯学習社会を構築する上での必須の条件となっていて、「北海道まちかど学
園」 の試みは、そのことを満たしているので、筆者は、これは、一つの生涯学習システムであ
ると見ている。
⑤しかし、問題点がないわけではない。③に関して、 単位累積加算制度は各専修学校での専門
士取得の道にどのように生かされるのかであろうか。また、各専修学校入学時に、その累積加
算単位がどれほどに認定されるものなのであろうか。単なる受講時間を単位に換算し累積加算
するというのであれば、 そしてその累積加算単位に見合った 「北海道まちかど学園実務士」、
「北海道まちかど学園応用実務士」、「北海道まちかど学園実務指導士」なる称号が、わが国社
会の中でどれほど通用するものなのであろうか。単なる単位累積加算制度であり、単なる称号
の付与であれば、それは極めて限定的なものになってしまうのではないだろうか。
学習者が学習して取得した単位や称号が、社会的に通用する公的な存在と して位置づけられ
る必要があるのではないだろうか。それとも単に“そのていどのもの”という存在としての意
味なのであろうか。
⑦また、 ④に関して、 人材登録パンクに希望者を登録することで学習者の学習成果を生かすこ
とを目指していることは評価できるが、人材名簿を、地域社会や職場、小 ・中学校の総合学習
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の場で活用してもらうために関係機関に情報提供するだけで良いものかどうか。実際に情報提
供したすからといって、それが、学習者の学習成果を生かすことができることにつながるもの
なのかどうか。小・ 中学校の総合学習の場での活用というが、学校教育現場がそこまで変化に
対応しうる体制ができているのかどうか現時点では疑問である。それよりも、先ず、「北海道ま
ちかど学園」 を構成している全ての各専修学校・各種学校の指導者として（非常勤講師として
でも良い）登用する道を考えるべきなのかも知れない。
③筆者は、上記③と④が、今後の「北海道まちかど学園」における生涯学習システムが更に魅
力のあるものとして定着するかどうかの決定要因になるのではないかと考えている。この 「北
海道まちかど学園」が、これまでに北海道では見られなかった、すぐれた生涯学習システムで
あると評価しているので、今後の展開が楽しみである。
⑨最後に一つだけ言えることは、本学の短期大学部の特別講師制度は、社会で様々な経験を積
まれた人々に、特別講師として登録していただき（一定の経験、 業績の審査はある）、一定の
制限はあるが短期大学部の専任教員の下で実際に授業等を担当してもらう制度として設けて稼
働させている。そして、この特別講師のなかから非常勤講師として登用され、 90分、 15回、 2
単位の授業を担当してもらう事例も生じている。さらに専任教員として実際に登用された事例も出
ている。
本学における生涯学習センターの数々の公開講座の歴史は既に10年を経過しているが、この
公開講座の受講者のなかには、既にこの特別講師制度にエントリーして登録されている人もい
る。そして、この特別講師に登録された人が本学の生涯学習センターでの公開講座の指導講師
として担当し、活躍されているケースも存在している。
私立大学もまた、生涯学習による学習者の学習成果を生かす活躍の場を考え、提供しようと
しているわけである。こういう制度も学習成果の活用として生涯学習システムの中に組み込ま
なければならないと言えるのではないだろうか。
生涯学習の成果の還元という面では、大学、短期大学、 専修学校、各種学校等における学生
に対する実際指導をする場面があっても良いのではないかと考えている。
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